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乳 児 の急性 副睾 丸 炎 の1例

中勢総合病院泌尿器科(院 長 ：金丸正泰)

米 田 勝 紀

加 藤 廣 海

斎 藤 薫

A CASE OF ACUTE EPIDIDYMITIS IN INFANCY

Yoshinori KOMEDA, Hiromi KATO and Kaoru  SAITO 

    From the Department of Urology, Chuusei General Hospital

(Chief: Dr. M. Kanemaru)

   We report a 3-month-old boy who presented with acute right scrotal swelling that was diagnosed 

to have epididymitis at surgical exploration. Urine culture and urinalysis were negative and IVP 

revealed no abnormality. White blood count and symptom were improved with chemotherpy. Acute 

epididymitis in infancy is very rare and this case seems to be the 16th case in Japan.

Key words: Acute epididymitis, Infant

は じ め に

乳幼児の非特異性副睾丸炎 は稀 であ り,陰?の 腫

脹,疹 痛を主訴 とするため,睾 丸軸捻転との鑑別が問

題とな り,緊 急手術により確認されることが多い.

今回,私 たちは軸捻転の疑いにて手術を行ない,急

性副睾丸炎であった1例 を経験したので,若 干の文献

的考察を加えて報告する.

症

患者=3ヵ 月,男 児

初診:1985年7月3日

主訴1右 陰嚢内腫脹及び痙痛

例

家族 歴 ・既 往 歴:特 記 す べ き こ とな し

現病 歴:1985年7月3日 の朝,母 親 が ナ ムツを 変 え

る ときに 右 陰 嚢 腫 大 を 認 め,患 部 を触 れ る と泣 くた め

に 近医 小 児 科 を 受 診.そ の ま ま当 院 泌 尿器 科 を紹 介 さ

れ た.

現 症 ・体 重7,5009,体 温36.5℃,右 陰?は 腫 脹,

発赤 し,う ず ら の卵 大 の硬 結 とな って い た.副 睾丸

睾丸 の識 別 は,不 可 能 で,触 診 で 号 泣 した.

入 院 時 検 査:赤 血 球:494×104/mm3,Ht39.5%血

小 板=54×104/mm3,白 血 球125,900/mm3,(分 画

Basol,Eo3,Stab2,Seg44,Lym48,Mono2),

CRP(十),検 尿 ・pH8,タ ンパ ク(一),糖(一),

赤血 球(一),白 血 球(一),尿 培 養(一),胸 部Xp

異常 な し.以 上 よ り,右 睾 丸 軸捻 転 の診 断 で同 日緊急

手術 を行 な った.

手 術 所 見:全 麻 下 で,陰 嚢 皮 膚 切 開 を 加 え るに,腫

大,発 赤 した 副 睾 丸 及 び 睾 丸 を 認 め た(Fig.1).精

索 も腫 大 して い た が,捻 転 の所 見 は な く,急 性 副 睾丸

一 睾 丸 炎 の診 断 を つ け 創 を と じた .

術 後 経 過:経 過 は 良好 で,CET19を3日 間 投与

した と ころ,耳 血CRPも 正常 化 した.感 染 源 の検

索 の た め,小 児科,耳 鼻 咽 喉科 受診 す る も異 常 な く

IVPも 正 常 で あ った.オ ム ツを はず し て,排 尿 状 態

を観 察 した が,尿 線 の 異 常 な ど は認 め なか った.術 後

10日 目に 退 院 した.

考 察

急 性 副 睾 丸 炎 は,日 常 よ く見 られ る疾 患 で,私 た ち

の施 設 に おい て も入 院 の4～7%を 占め てい る1)し か

し,そ れ が 乳 幼 児,特 に1歳 以下 とな る と報 告 は 少 な

く,調 べ え た 限 りで は,自 験 例 を含 め て16例 で あ っ

た2～4).西 田 ら2)や,Gierupら5)は,1歳 以 下 の 副

睾丸 炎 もさほ ど稀 では な い と して い る が,辻6)や,青
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細管に も変化を及ぼし,不 妊症となることがある.し

か し小児の場合には,成 人より睾丸萎縮傾向は少なく,

その予後は比較的よいとされている5).

今 回私達は,生 検を行なわずに手術を終えたが,睾

丸機能の長期間の観察は必要であ り,他 施設での報告

に期待 したい.

お わ り に

3ヵ 月男児の急性副睾丸炎の1例 を経験したので,

若 干の文献的考察を加えて報告した.

文 献
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Fig.1.Epididymitisatsurgicalexploration

山ら3)の報告でも少なく,そ の疾患のはっきりした頻

度や原因などはまだわかっていない のが現状と思わ

れる.

原因としては,泌 尿器科的奇形や,尿 道操作や処置

が加えられた場合には,強 く逆行性尿路感染が考えら

れ,当 然,尿 所見や尿培養が陽性に出て,UTIに 対

する治療で問題はないといえる.し かし,今 回のよう

に,尿 所見がない場合の報告も多く7).欧 米では,乳

幼児期に最もよく見 られる全身性の感染起炎菌である

HemoPhilu∫Influenzaeに よるそれが話題に なって い

る8・9).また ウイルスによる ものもあり,乳 幼児の場

合は,逆 行性感染よりもむしろ血行性感染のほうが多

く,尿 所見のないもののほとんどは血行性感染と考え

られるとしているlo).

診断は,今 回の症例がそ うであったように,睾 丸軸

捻転との鑑別が最も難しいとされており,超 音波エコ

ーによる ドプラー現象の観察や,RIシ ソチグラフィ

ーによる血流の有無を見 る ことが有効とされている

が,ど の施設でもできることではなく,は っきりと感

染がわか っていない時には,睾 丸捻転の疑いにて手術

され,睾 丸を露出して始めて診断がつ くことが多い.

一度副睾丸に感染が起こると
,当 然睾丸にも炎症は

波及することになる11).本 邦 では副睾丸炎として独立

した疾患に扱われているが,実 際には,副 睾丸一睾丸

炎 というほうが正しい ようであ り,欧 米ではcpidi-

dymo-orchitisと 表現されている,

副睾丸炎の場合には,副 睾丸管の閉塞のみならず,

睾丸にも炎症は波及することから,gcrmce11及 び精
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